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4 月末現在 	前年同月比 

'90さくらまつり413,000人の人出 

	 6 

お知らせ 	 9 

金木病院カルテ 	 10 

一 124人

一 91人 

一 215人 

平成 2年度行政協力員決まる・・・2 

朝野球開幕 	 3 

人間ドックの勧め 	 4 

学校部活動紹介 	 5 

主
な

内
容
 

男 6,365人 

女 6,953人 

計 13,318人 

人

ロ
と

世
帯
 世帯数 3,891 
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察進纏昌らtIIL 守巨）て三回回周 
蛇ロをひねれば水がでる 昭和34年にわずか48.7％だ

った水道普及率も、いまでは94％を超え、水道は、わたし

たちの生活になくてはならない、命の道ガとなりました。 

明治23年（1890年）に、水道についての最初の法律であ

る「水道条例」が制定されてから、今年は 1叩周年にあた

ります。6月I日～7日までは「水道週間」です。この機

会に水の大切さを見直し、感謝の気持ちを忘れないように

したいものです。 
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水道週間 6月1日～7日 

こ
の
度
金
木
町
行
政
協
力
委

貝
総
会
が
開
か
れ
、
今
年
度
の

行
政
協
力
委
員
お
よ
び
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
『
町
行
財

政
の
円
滑
な
運
営
と
町
民
の
福

祉
を
図
る
た
め
金
木
町
行
政
協

力
委
員
会
を
設
置
す
る
』
と
な

っ
て
お
り
、
各
町
内
よ
り
行
政

協
力
委
員
と
し
て
推
せ
ん
さ
れ

た
者
を
町
長
が
委
嘱
す
る
も
の

で
す
。
 

各
地
区
の
行
政
協
力
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
 

金
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地
区
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町
 

角
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栄
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橋
 
隆
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郎
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新
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中
谷
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町
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区
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泉
 
ふ
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下
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小
野
 
元
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晴
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一
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鳴
海
 
昭
治
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中
村
 
政
信
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葛
西
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志
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和
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二
区
角
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金
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神
明
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一
区
石
戸
谷
 
誠
 

●

神
明
町
二
区
工
藤
 
保
弘

朝
日
町
一
区
前
田
 
慶
治

朝
日
町
二
区
津
島
 
信
一

北
新
町
 
田
中

長
三
郎
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花
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雄
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通

朝
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一
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山
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原
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上
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〇
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桑

田
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●下
柏
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中

村
 
利
宗

下
町
 
今
 

勝
広

川
端
町
 

今
 

重
雄

双
葉
町
 

今
 
哲
五
郎

⑨
印
は
会
長
 

〇
印
は
副
会
長
 

●

印
は
常
任
委
貝
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二
日
酔
も
な
ん
の
そ
の
ノ
 

〇
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

原
田
 
順

一
監
督
 

ケ
ガ
を
し
な
い
で
楽
し
く
や

リ
ま
し
ょ

・つ
‘
 

朝
野
球
開

幕
 

〇
喜
良
市
棒
球
隊
 

木
田
 
忠
宣
監
督
 

年
配
チ
ー
ム
な
の
で
全
力
尽

く
す
の
み
。
 

H
 
 

,
 

低
血
圧
で
朝
起
き
が
つ
ら
い

人

（
ほと
ん
ど
が
自
分
で
遅
刻

の
言
い
訳
に
使
っ
て
る
人
が
多

い
の
で
は
7・
）
も
、野
球
と
聞

く
と
朝
は
何
時
で
も
起
き
ら
れ

る
と
い
う
人
も
、
み
ん
な

一
緒

に
朝
野
球
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
 

今
年
は
昨
年
よ
リ
登
録
チ

ー
 

ム
が
ニ
チ
ー
ム
減
リ
，
A
級
八
 

〇
下
山
自
動
車
工
場
 

鈴
木
 
卓
監
督
 

若
い
力
と
熟
年
の
バ
ワ
ー
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
粘
り
強
い
野
球

を
し
て
、
昨
年
度
の
成
績
を
雑

持
し
て
い
き
た
い
。
 

O
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
 

其
田
 
悠
司
監
督

ズ
バ
リ
優
勝
ノ

・
 

中
谷
金
義
キ
ャ
プ
テ
ン
を
軸

に
全
貝
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば

る
。
 

ト
 

O
県
信
用
ク
ラ
プ
 

松
僑
 
真
監
督
 

全
力
を
出
し
き
リ
、
来
年
は
 

A
級
。
 

C
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ
 

坂
本
 

一
志
監
杯
 

今
年
も
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

来
年
も
A
級
で
野
球
を
や
リ
た
 

チ
ー
ム
，
B
級
七
チ
ー
ム
の
十

五
チ
ー
ム
が
各
級
で
栄
え
あ
る

優
勝
旗
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。
 

ち
な
み
に
昨
年
は
A
級
c
I
 

T
Y
n

、
B
級
ア
ポ
ロ
吉
崎
。
 

早
朝
か
ら
の
野
球
で
す
。
身

体
に
気
を
つ
け
て
、
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
が
ん
ば
リ

ま
し
ょ
う
。
 

監
督
のひ
と
り
ご
と
 

〇
あ
き
も
と
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

花
田
 
和
雄
監
督

今
年
は
や
る
ぞ
ノ
 

一
つ
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば

る
ぞ
ノ
 

〇
イ
ー
グ
ル
ス
 

石
川
 
孝
弘
監
督
 

夢
も
希
望
も
な
く
、
毎
試
合
 

参
加
で
き
る
か
不
安
で
す
。
 

で
も
勝
ち
た
い
。
 

A
級
 

〇
ア
ポ
ロ
吉
崎
 

今
 
義
昭
監
督
 

ま
ず
は
一
勝
。
 

そ
れ
し
か
な
い
。
 

《

「
 

し
C
~
T
Y
H
 

白
川
 
鉄
也
監
督
 

県
大
会
優
勝
だ
。
 

〇
男
寿
し
ク
ラ
ブ
 

野
宮
 
誠
監
督
 

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、
 

全
貝
】
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
る
。
 

B
級
 

C
朝
日
ク
ラ
ブ
 

福
長
 
勝
義
監
督
 

笑
顔
を
忘
れ
ず
体
力
づ
く
リ
 

と
相
互
の
交
流
。
 

優
勝
目
指
し
て
頑
張
る
。
 

・

』
 

〇
上
町
ク
ラ
ブ
 

楠
美
 
省

一
監
督
 

や
は
リ
、
A
級
に
戻
っ
て
県
 

大
会
に
出
場
し
た
い
 

白
川
 
貢
監
督
 

B
は
ブ
ー
ピ
ー
の
B
。
そ
こ

ら
辺
が
指
定
席
か
。
し
か
し
な

が
ら
春
先
は
い
つ
も
フ
ロ
ッ
ク

で
優
勝
候
補
。
夢
で
お
わ
リ
た

く
な
い
。
が
ん
ば
る
。
 

、
 

'
 

〇
金
木
町
役
場
 

泉
谷
 
正
幸
監
督

朝

一
番
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
野
球
。
 

ま
ず
は
一
勝
。
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▼感謝状をうける町長 

刃 
ノじ、 

「人問ドックの勧め」 
公立金木病院外科医長 

唐 牛 

金
木
町
は
四
月
十
一
日
を
も

っ
て
、
町
民
の
日
頃
の
交
通
安

全
活
動
の
成
果
が
実
を
結
び
、
 

交
通
死
亡
事
故
 
「ゼ
ロ
」
 
五
百

日
を
達
成
し
ま
し
た
。
 

「
ゼ
ロ
」
 
五
百
日達
成
記
念

大
会
は
、
四
月
十
三
日
中
央
公
 
 民

館
に
町
民
百
五
十
人
が
集
ま

っ
て
開
か
れ
、
金
木
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会

（
大
橋忠
勝
会

長
）

へ
県
警
察
本
部
長
か
ら
五

百
日
達
成
の
感
謝
状
が
伝
達
さ

れ
、
主
催
者
を
代
表
し
て
大
橋

会
長
が
「
今
日
は
、
町
に
と
っ
 
 て

名
誉
あ
る
喜
ば
し
い
一
日
を

迎
え
る
こ
と
が
畠
来
た
。
町
で

五
百
日
達
成
は
む
ず
か
し
い
こ

と
で
あ
り
、
町
民
や
警
察
、
関

係
機
関
、
団
体
の
尽
力
で
達
成

出
来
ま
し
た
。
今
後
は
一
千
日

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
い

と
挨
拶
。
 

続
い
て
松
尾
義
明
県
交
通
安

全
対
策
室
長
、
佐
藤
力
県
警
察

本
部
交
通
部
長
、
土
岐
輝
雄
金

本
地
区
交
通
安
金
協
会
長
、
エ
 
 藤

宏
金
木
警
察
署
長
が
「
今
後

も
小
故
防
止
一に
努
め
て
記
録
を

の
ば
し
ま
し
ょ
う
い
と
お
祝
い

を
述
ぺ
た
。
 

最
後
に
其
田
兼
春
町
安
協
川

倉
支
部
長
が
交
通
安
全
宣
言
を

読
み
上
げ
た
。
 

そ
の
後
、
県
警
音
楽
隊
と
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を
先
頭
に
町
内

を
パ
レ
ー
ド
し
て
五
百
日
達
成

を
祝
う
と
と
も
に
『
ゼ
ロ
』
更

新
を
訴
え
て
い
た
。
 

4
月
1
1日交
通
死
亡
事
故
 

「
ゼ

ロ
」
5
〇
0
日
達
成
 

人
間
ド
ッ
ク
の
 

利
用
申
込
み
に
つ
い
て
 

昨
年
五
月
か
ら
当
院
で
始
め

ら
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
は
予
想
外

に
受
診
者
が
多
く
、
そ
の
反
響

に
我
々
関
係
者
一
同
驚
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
今
年

二
月
末
ま
で
に
ド
ッ
ク
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
つ
い
て
簡
単
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
御
報

告
致
し
ま
す
。
 

受
診
者
総
数
は
七
十
七
名
で
、
 

年
齢
は
三
十
六
オ
か
ら
七
十
六

オ
に
わ
た
リ
平
均
五
十
四
・
一
一

才
で
し
た
。
男
性
四
十
七
名
に

対
し
女
性
は
三
十
名
で
、
職
業

別
で
は
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
方
が
十
八
名
、
商
業
ま
た
は

白
％n
v七
か
ーさ
れ
て
い
る
方
が
十

三
名
で
、
以
下
会
社
員
や
団
休

職
貝
な
ど
の
他
各
種
の
職
種
に

一

わ
た
っ
て
お
リ
ま
す
。
ま
た
無
 
 職

の
方
が
二
十
二
名
も
お
り
、
 

年
齢
は
五
十
オ
半
ば
以
上
の
方

が
ほ
と
ん
ど
で
、
悠
々
自
適
の

生
活
の
中
で
健
康
に
も
強
い
関

心
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
が
伺

わ
れ
ま
す
。
町
別
で
は
金
木
町

は
六
十
六
名
、
中
里
町
は
十
一

名
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

一
方
受
診
動
機
に
つ
い
て
は

何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
方
が
十

一
名
、
健
康
状
態
を
知
リ
た
い

と
い
う
方
が
四
十
二
名
と
な
っ

て
お
リ
（
そ
の
他ニ
十
四
名
）
、
 

特
に
症
状
が
な
く
て
も
ド
ッ
ク

を
受
け
て
い
る
方
が
多
い
こ
と

が
判
り
ま
す
。
 

受
診
結
果
は
胃
腸
や
肝
臓
に

何
ら
か
の
異
常
が
み
ら
れ
た
人

が
六
十
四
名
も
あ
リ
、
治
療
や

精
密
検
査
の
要
否
に
か
か
わ
ら
 
 ず

か
な
り
高
率
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
の
ド
ツ

ク
は
腎
の
検
査
が
内
視
鏡
で
あ

る
た
め
こ
の
よ
う
な
高
い
率
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
他
心
疾
患

・
高
血
圧
な
ど

が
十
四
名
、
呼
吸
器
疾
患
が
十

一
名
、
糖
尿
病
十
】
名
な
ど
で

し
た
。
 

以
上
こ
れ
ま
で
の
申
込
者

・

受
診
者
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
が
、
人
間
ド
ッ
ク
は
病

気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
ば

か
り
で
な
く
、
日
常
生
活
の
注

意
な
ど
を
細
か
く
指
導
し
て
く

れ
る
点
で
も
有
意
義
な
も
の
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
当
院
の
窓

口
に
お
出
に
な
リ
、
気
軽
に
御

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

度
に
引
き
続
き
平
成
二
年
度
も

金
木
町

・
中
里
町
の
町
民
を
対

象
に
次
に
よ
リ
人
問
ド
ツ
ク
を

実
施
い
た
し
ま
す
か
ら
利
用
者

は
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
 

コ
」
 

g
【
 

実
施
人
員
 

九
十
六
名
 

（
満
三
十
五
歳
以
上
の
方
申
 

込
順
）
 

入
院
期
問
 

一
泊
二
日
 

費
用
 

町
負
担

一
万
円
 

個
人
負
担

一
万
円
 

申
込
先
 
 

公
立
金
木
病
院
事
務

一
ー
 

ド
ツ
ク
担
当
者
 

（
電
話五
三
ー
」
，
 一
一

内
線
三
三
六
）
 

検
査
内
容
 

血
圧
、
貧
血
、
血
液
型
、
肝

・

腎
機
能
、
検
尿
、
検
便
、
心

電
図
、
胸
部
写
真
、
血
糖
、
 

肝

・
胆
・
豚
・
腎
超
音
波
、
 

大
腸
透
視
、
胃
・
十
二
指
腸

内
視
鏡
、
内
科
、
外
科

（
甲

状
腺
、
乳
痛
、
前
立
腺
、
紅

門
）
婦
人
科
診
察
等
 

※
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
約

ニ
週
間
後
に
本
人
宛
に
通
知
い

た
し
ま
す
。
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退 退 退
職職職 

金
木
小
学
校
 

（
転
出
）
 

吹
原
小
 

筒
木
坂
小
 

成
川

今
 

藤
原

山
本
 

u
r
 善 郁 健 俊
件 子 吾遺 

⑥

国
民
年
金
情
報

⑥
 

我

々
軟
式
庭
球
部
は
、
男
子

二
年
生
八
名
、
二
年
生
十
．ニ
名

計
二
十
一
名
．
女

f
二
年
生
八

名
、
二
年
生
三
名
、
計
十

一
名

と
人
数
が
少
な
め
の
部
活
で
す

が
、
少
な
め
で
も
一
生
懸
命
が

ん
ば
リ
、
ま
た
、
楽
し
く
練
習

を
し
て

い
ま
す
。
 

練
習
の
内
容
は
．
ボ
レ
ー
・

ス
マ
ッ
シ
ュ

・
サ
ー
プ

レ
シ

ー
 

プ
な
ど
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
リ
ま
す
。
 

顧
問
の
先
生
は
、
時
に
は
楽

し
く
、
時
に
は
厳
し
い
先
生
で

練
習
は
厳
し
く
、
練
習
時
間
も

長
め
で
す
が
、

み
ん
な
最
後
ま

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

我

々
の
軟
式
庭
球
部
は
楽
し

く
に
ぎ
や
か
な
部
で
す
が
．
や

る
と
き
は
．
み
ん
な
が
ん
ば
リ

ま
す
。
 

し
か
し

ー
つ
悩
み
が
あ
り
ま

す
。
 

そ
れ
は
最
初
に
書
い
た
よ
う

に
、
我

々
軟
式
庭
球
部
は
部

n
 

が
少
な
く
．
女
《十
の
二
年
生
は

わ
ず
か
三
人

と
、
と
て
も
試
合

が
で
き
る
人
数
で
は
な
い
の
で

本
当
に
我
々
の
部
に
人
部
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
一
 

我

々
軟
式
庭
球
部
は
、
昨
年

最
初
の
大
会
の
新
人

戦
を
男

f
 

は
団
休
戦

・
個
人
戦
と
も
に
優

勝
し
、
女
子
は
団
休
戦

・
個
人

戦
と
も
に
三
位
と
順
訓
な
ス
タ
 

ー
ト
を
き
リ
ま
し

た
。
 

今
年
は
今
ま
で
の
欠
点
な
ど

を
中
心
に
練
習
を
し
、
 一
・
一
一

年
生
と
と
し

に
練
習
を
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

主
将
 
上
岐
 
征
也
 
 

‘
現
況
届
は
忘
れ
ず
に
 

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
、
 

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
）
 

や
厚
生
年
金
保
険
等

の
年
金
を

受
け
て

い
る
方
は
、
毎
年
一
回

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
 
「現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
リ

ま
せ
ん
。
 

現
況
届
は
、
引
き
続

い
て
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大

切
な
も

の

で
す
。
 

届
出
が
さ
れ
な

い
と
年
金
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
め
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
正
確

に
記
入

し
．
市
町
村
役
場
か
ら
証

明
を
 
 も

ら

い
．
切
手
を
貼
っ
て
、
社

会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

た
だ
し
、
年
金
が
全
額
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
る
方
や
年
金

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

て
一
年

を
経
遇
し
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
は
．
現
況
届
の
提
山
は
必
要

あ
リ
ま
せ
ん
。
 

ー

。
‘
ーO
~
O
~
O

‘
ー。
ー
。
 

お
わ
び
 

四
月
号
に
お
い
て
 
国
際
交

流
の
巾
し
子
に

m」
ち
ゃ
ん
」
 

は
「
修
』
ち
ゃ
ん
の
間
違

い
で

し
た
。
 

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び

い

た
し
ま
す
 

 

学校部活動紹介 

金木南中学校 
軟式庭球部 

 

平
成
ニ

年
度
 

金
木
町
教

職
員
異
動
 

洋
田
 
和
雄

裡
庭
 
典
人

中
井
 

売

成
田
 
勇
治

清
野
 
史
．十
 

・

水
滞
 
栄
一

藤
元
 
嬉
遺
 

（
転
入
）
 

山 川
本 浪 

'I I 
勝 隆 

石
川
 
暢
．十
 

松
野
木
小
 

坂
本
 
尚
！十
 

鶴
川
小
 

（
転
入
）
 

泉
 

明
正
 
沿

川
第
 
小
 

本
ド
 
山
サ
十
 

岩
崎
小
 

若
松
 
山
花
 

南
小
 

人
r
 
智
夫
 

α」良
市
小
 
 

其
田
 
庄
，十
 

栄
小
 

山
内
 

一
泰
 

新
採
川
 

川
倉
小
学
校
 

（
転
出
）
 

長
谷
川
美
保
．十
 

（
転
入
）
 

中
村
久
美
．
r
 

嘉
瀬
小
学
校
 

（
転
出
）
 

鳴
海
 
消
逸
 

退
職

（
転
入
）
 

福
井
 
杉
一
．
 

喜
良
市
小
学
校
 

（
転
出
）
 

今
 
智
夫
 
 

ノJ
ォ

I
H
J
 

白
川
 
富
江
 
兼

舘
小
 

（
転
入
）
 

工
藤
 
直
之
 
武

川
小
 

飯
塚
 
正
．十
 

1
7宮小
 

ド
山
 
直
宴
 

新
採
川
 

金
木
中
学
校
 

（転
出
）
 
 

三
好
中
校
長
 

弘
大
付
属
中

退
職
 

五
所
第
．

‘
．中

鶴
川
中
 

九
所
第

一
中

金
木
南
中
 
 

斎
藤
 
修
】
一
 

捕
美
 

京
 

佐
々
木
正
行
 
ト

”
甫
h・

 

佐
藤
 
嘉
洋
 
新
採

用
 

金
木
南
中
学
校
 

（
転
出
）
 

山
本
 
詰
勝
 
金
な

中
 

洋
川
美
穂
．r
  

大
戸
瀬
中
 

（
転
入
）
 

蝦
名
冨
美
．十
 

五
所
第
四
中
 

飯 豊 
」古 
小 	ノ」、 

退 退
職職 

奈
良
 
憲
紹
 
稲

垣
中
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HImmm川田川金木だよ り ⑥ 

？
盛
り
あ
が
り
度
最
高
の
ニ

人
 

（
力
ラ
オ
ケ
）
 

？
ど
迫
力
ノ
（
馬
力
大
会
）
 

l開会式テープカット 
（左より今商工会長・大橋町長・鳴海町議会副議長と美女たち） 

、 

' ( ー _
, 

l今年もいい音でした 

9
0さ
く
5
ま
つ
り
4
1
3
、
0
0
0
人
の
人
出
 



▼みごとな水柱のアーヲ二 

▼堂々？の行進・幼年消防クラプ 

~‘ー 

▼堂々の行進、第 4分団 

ノ
‘
 

た
 

つ
 

ま
 

き
 

／・
 

J
 

タ
 

ビ
 

▼
 

,
 

⑦ 金木だより川川川III 

堂
々
●
消
防
観
閲
式
 

近
年
に
な
い
好
犬
に
恵
ま
れ

た
三
日
の
定
期
連
合
観
閲
式
に

は
、
金
木
、
中
里
、
市
浦
、
小

泊
の
ニ
町
二
村
か
ら
消
防
団
貝

や
婦
人
防
火
ク
ラ
プ
員
、
幼
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
貝
ら
約
七
百
入

と
、
ポン
プ
車
な
ど
卓
両
二
十

一

台
が
参
加
。
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
っ
た
。
 

観
閲
式
で
は
初
め
に
殉
職
消

防
職
員

・
団
員
に
対
し
て
黙
荷

を
し
た
あ
と
、
藤
枝
た
め
池
で

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
青
空
に
 
 向

か
っ
て
見
事

J一水
柱
の
ア
ー
 

チ
が
描
か
れ
た
 
更
に
大
僑
町

長
は
じ
め
各
町
村
長
が
団
只
の

服
装

・
機
械
器
具
点
検
を
し
た

後
、
分
列
行
進
に
う
つ
リ
、
そ

の
威
風
堂
々
と
し
た
行
進
に
観

客
が
見

い
っ
て
い
た
。
 

ま
た
緊
張
が
連
続
す
る
式
の

合
問
の
模
擬
演
習
で
は
，
ラ
ッ

パ
隊
貝
に
よ
る
訓
練
礼
式
や
嘉

瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
プ
に
よ
る
消

火
訓
練
等
も
披
露
さ
れ
ま
し
た

が
、
金
木
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
 
 ラ

ブ
に
よ
る
は
し
ご
乗
リ
に
は

観
客
全
員
大
き
な
拍
乎
と
と
も

に
期
待
と
安
堵
の
入
リ
交
じ
っ

た
よ
う
な
た
め
息
も
聞
こ
え
て

い
た
。
 

そ
し
て
米
賓
と
し
て
参
列
さ

れ
た
、
田
沢
、
木
村
、
山
内
の

各
衆
議
院
議
貝
と
三
上
参
議
院

議
貝
が
日
頃
の
消
防
・
防
火
と

今
日
の
観
閲
式
に
対
し
て
祝
辞

を
述
ぺ
ら
れ
た
。
 

観
閲
式
終
了
後
は
、
各
分
団

ご
と
に
家
族
共
々
花
見
と
な
っ

た
が
「
花
よ
リ
団
子
」
派
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
。
 

消
防
功
労
者
表
彰
は
次
の
方
 
 達

で
す
。
 

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】
 

永
年
勤
続
功
労
章
廿
其
田
兼
 

【青
森
県
知
事
表
彰
】
 

永
年
動
続
功
労
章
ー
・．
L
保
、
 

今
喜
代
治
、
小
野
正

一
、
小
松

久
供
、
吉
田
進
 

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

＠
精
績
章
 
田
中
中
汗
 

＠
勤
統
章
什
白
川
美
佐
義
、
泉

谷
唯
男
 

【青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

＠
優
良
消
防
分
団
』
第
三
分
団

＠
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労
）
 

廿
第
二
分
団
 
 

⑥
功
労
章
廿
白
川
美
佐
義
、
泉

谷
唯
男
 

＠
現
場
功
労
章
廿
中
村
呈
、
原

川
正
弘
 

＠
勤
功
章
廿
津
島
康
男
、
伊
藤

清
治
、
西
村
万
占
 

＠
ニ
＋
五
年
動
続
章
I
白
川
清

弘
 

＠
ニ
＋
年
動
続
章
ー
中
村
正
晴
、
 

藤
川
勉
、
原
田
正
弘
 

⑨
＋
五
年
助
統
章
ー
成
田
勉
、
 

工
藤
善
徳
．
中
村
量
、
泉
谷
利

幸
、
白
川
実
、
西
村
弘
昭
．
原
 

u
女
，
 

⑥
＋
年
勤
続
章
ー
徳
川
雄
治
．
 

岩
村
治
、
古
川
政
信
、
棟
万
美
 
 知

男
、
沢
田
孝
夫
、
松
川
千
代

明
、
松
川
兼
治
、
松
川
平
昭
、
 

工
藤
繁
勝
 

【青
森
県
消
防
協
会
北
五
支
部

長
表
彰
】
 

三
橋
勝
雄
、
成
田
勉
、
岡
川
勲
、
 

中
村
健
男
、
中
川
満
男
、
鴫
海

公
徳
、
浅
田
正

一
 

【西
北
五
消
防
団
連
絡
協
膿
会

長
表
彰
】
 

川
中
垂
隆
、
泉
谷
唯
男
 

【金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議

会
長
表
彰
】
 

秋
元
秀
樹
、
古
川
斉
、
角
川
誠

一
、
今
義
磨
．
小
松
久
、
沢
田

文
則
 



忘
れ
な
い
で
 

六
月
の
届
出
 

児童手当の

支 給 

沢
田
薫

さ
ん
が
 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
 

青
森
地
方
法
務
局
長
表
彰
 

「多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
」
 
に
より
、
嘉
瀬
下
鍛

冶
町
の
沢
田
薫
さ
ん
が
、
青
森

地
方
法
務
局
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

＠
人
権
擁
護
委
員
と
は
 

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基

本
的
人
権
を
守
リ
、
ま
た
、
そ

れ
を
守
る
よ
う
な
思
想
を
ひ
ろ

め
る
た
め
に
、
全
国
の
市
町
村
 

（
お
よ
び
特
別
区
）
に
お
か
れ
 
 る

委
員
で
、
市
長
村
長

一
ま
た

は
区
長
）
の
推
薦
に
よ
っ
て
法

務
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
委
員
は
関
係
し
て

い
る
も
の
の
一
身
上
の
秘
密
を

守
る
義
務
が
あ
リ
、
ま
た
そ
の

地
位
を
政
党
や
政
治
目
的
の
た

め
に
利
用
し
た
リ
、
職
務
を
行

う
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
業

を
し
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
事

業
を
す
る
団
体
の
役
員
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
 

次
代
の
働
き
手
を

育
て
る
の
が
目
的
 

次
代
の
働
き
手
と
な
る
子
供

た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
こ
と

は
、
国
や
社
会
の
大
き
な
責
任

の
・
つ
で
す
。
そ
こ
で
国
や
社

会
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
を
健

全
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
を
期
待

し
た
の
が
、
児
童
手
当
制
度
で

す
。
 

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

を
含
む
ト
八
歳
米
満
の
児
童
を
 
 .．人

以
L
養
育
し
て
い
る
方
で

す
。
ま
た
、
白
分
の
お
子
さ
ん

で
な
く
て
も
、
そ
の
児
童
を
監

護
し
、
 一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
所
得
の
制
限

も
あ
り
ま
す
。
 

ニ
人
目
の
子
供
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
 

児
童
手
当
は
二
人
H
の
子
供

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
一

人
H
の
子
供
に
は
月
額
二
千
五

百
円
、
そ
し
て
三
人
H
以
降
の
 
 子

供
に
は
、
 一
人
に
つ
き
月
額

互
千
円
が
義
務
教
育
就
学
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
支
給
は

毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
そ

れ
ぞ
れ
前
刀
ま
で
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定

請
求
の
翌
刀
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
請
求
し
な
い
と
、
 

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

届
け
畠
に
つ
い
て
事
前
に
よ
く

知
っ
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
 

〈
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
〉
 

毎
年
六
刀
中
に
児
童
の
養
育

の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
 

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

〈
他
の
市
（
区
）
町
村
に
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
、
・
 

前
の
市
（
区
）
町
村
に
児
童

手
当
受
給
事
山
消
滅
届
を
提
出

し
、
新
し
い
居
住
地
の
市
（
区）
 

町
村
へ
、
す
ぐ
に
児
童
手
当
認

定
請
求
書
を
提
川
し
て
く
だ
さ

い
。
 
 

手
当
の
額
が
増
え
る
と
き
、
 

あ
る
い
は
減
る
と
き
 

児
童
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
手
呉
が
増
額
さ
れ
る
場

合
は
、
児
童
手
当
額
改
定
請
求

書
を
。
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
が
少
な
く
な
っ
て
減
額
さ
れ

る
場
合
は
、
児
童
手
当
額
改
定

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

『手
当
の
支
給
が
終
わ
る
と
き
）
 

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
が

い
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
で
す
。
 

こ
の
と
き
は
受
給
事
由
消
滅
届

を
。
 

受
給
者
の
方
が
会
社
を
退
職

さ
れ
た
と
き
 

会
社
を
退
職
し
て
、
厚
生
年

金
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

な
ど
も
、
市
（
区
）
町
村
役
場

へ
受
給
事
由
消
滅
届
を
提
畠
し

て
く
だ
さ
い
。
 

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

や
、
詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い

方
は
、
気
軽
に
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

m川III川I川III金木だより ⑧ 



⑨ 金木だより川川川川II 

お知Sせ 

消防署から 
5 )123日よリ次に掲げるものに乎

数料がかかります。 
乎数料は 1通ごとに 1件とします。 
た1'ごし、」iゴi剖呆護法（昭和25年法

律第140号）に規定する被イ呆護者改び
要1I 護者並びにこれらに準ずる者が 

‘必要とするものは除きます。 

区 	分 手数料の額 

火災等による被害証
明書の交付 300円 

その他の証明 300円 

火災 l二防条例に基づ 

くタンク水圧検査 4,000円 

600k以下 

火災予防条例に基づ 

くタンク水圧検査 7,000円 

600eを超え指定数量米満 

火災子防条例に基づ 4 円 ,000 
くタンク水張検査 

II召和63年の消防法の 1 部改正によ
リ、危険物の範囲が見直され、今年 
5 月23日から施行されます。 
特に住」Aとの皆さんに関係のある士丁

油の場合、今まで500 e 未満までてー 

したが 1.000 E 米満まてン川ラ嵐てンき』【， 

ようになります。 
また1也の危険物等も変更があリま

すので次の表及び』見制を参考にして
く fごさ、、。 
0灯油を 500 e 以上貯蔵する場合 

1．イ問人の住居でも貯 j哉する場台、 
は消防署へ届出が・」z・要です。 

( ru紙；は消防署にあリます） 
2 ． タンクを製遺し又は I没置しよ
うとする場合は、Il引坊署長の検
査が必要です。 

（市販されているタンクは除く） 
3 ．標識の取付が』必要です。 
4. iIIIれ、あふれ又は飛散を防止
できるI,I遺にすること。 

〇その他の危検物等にも J児湘」があリ
ますので不明な点は消防署へおたず
ね ‘さい。 

現行 改正 

第

石
  

1

I
I
 

胃
 

ガソりン

アセトン IOU 200 

四 
第 2 灯 	I由 

石油類 軽 	I由 500 1.000 

第 3 重 	i山 

9
】
 

,
 

0
 
0
 

く
 
、
 

 
類 石I」げIi クレオ 2.000 

ソー I. 

第 4 ギャーi由 

石油類 シリン 3,000 6.000 
ダー川I 

（仮称）安方緑地71 
（仮称）青森大橋

名称 募集  
（寡集の趣旨） 
・青森県は ilII輸省の補」功事業てン青

森市安方のアスパム周辺に（仮税り
安方緑地を、また、安方から J R 
ヤf森！訳構内を跨えてI中館とを結ぶ 
（仮称）青森メ：橋を建設しておリ
ます。 これらの施設が県」スとの誰か
らも愛され、親しまれ、利用され
るような 「名粕し を募集いたしま
す。 

（寡集の内容） 
C（仮称）安方繰地 

青函博会場となったアスノぐム周
辺と旧青目II連絡船f封喬を合わせ、 
広さ 7.8 haに、海とのふれあいを
求めて避歩道、広場などを配した
港のシンポルとしての公際Iにふさ
わしいもの。 
O（仮称）青森大橋 

J R 青森駅を跨えて、1号森港を
東西に連斜lし、糸:'.) 1.200 メート ll, 
金色のケーブルを吊る主塔のlfりさ
は約80メートルの参ト引乏橋としては
日本でも敢火級であり、 （仮称） 
安方緑地、アスパムなどの景観に 
・マッチした港のシンポルとしての 
橋にふさわしいもの。 

（主催） 

青 flii県 
（応募資格） 

青I'ii県に在住する方 
（応寡方法） 
（仮称）安方緑地 
（仮称） 青森大橋 
① 官製ハガそをイil！用し、 1枚 

に各々名称を書いてくえどさい。 
（ただしどちらかーつの名称 

でもi可） 

(2） 応募枚数に制限はあリませ・ 

ん。 
<3） 官製ノ、ガキの裏面に名称、 

住ii斤、氏名（ふリがな）、性 
別、年令、職業、電i活番号を 
記入してく fごさい。 

くi） 入選作品の著作柏1は主Iii’名 
に帰属するものとし、Il「】lII巾物 
等に便用します。 応募作品ク） 
返還はしません。 

（募集期間） 
平成 2 年 6 月 1 日 

～平成 2 年 6 月30日 
但し、判1切I三Iの消印のあるもの 

は有効とします。 
（選考方法）  

主催者1耳I】で委嘱する委員により

選考します。 
（発表） 

平I批 2 年 7 月20 El 
本人に通知するほか、広報、そ
の他の方法により発表します。 

（賞〕 
フ、選 1 .: 

多し伏．賞金（ 5 万円）、副賞 
f圭作 2 ．真 

賞」状、賞金（ 2 万円）、冨リ賞 
（仮称）安方緑地、 （仮称）1了

森大濡ともおなじとします。 
（応募先及び問い合わせ先） 

-1-031' 
lii栽i市長島 1丁目1-1 
や『森県土木部港湾課管理班 
Td0177-22-1111 
t(ii1i0177-22-5239 

海外開発 
青年募集 

平成 2年度海外lIII発青年募集説明会 
6 月29日 

18 : 30-20 : 30 
青森市文化会館 
3 階第 4 会議室 
青森市堤町 1一4-1 
1e10l77-73-7300 

1 ．海外開発青年制度趣旨 
海外移住の．意義と現地からの労iい 
後継移住者受入れ要望に対し、手多 
I主者送出の新しい形態として，水 
準の高い技ifiと、中南米定着にり血 

い関心を持つ青年を労務契約の締 
結によリ現地‘受入機関に配属し、 
3 年nりの現地 iI担りI・生iil話舌動を通 
じ、定着意想につi函養に努めさせる 
とともに、同ィ本験のかたわら lIl己 
の技術を日系社会等の活性i化に役 

立たせる。 
2 ．募集人員 

40名 
3 ．募集期間 
平成 2 年 6 月 1 EI 

～同年 7 月10日 
4 ．資格 

満20 i疑以上35歳までで、短大・ 
高lI●卒以上の者および、これらと 
同等の知識・能力を有すると認ゲ〕 
られる者 

5 ．職種 
‘受人期間の必要とする職種 

( 5 flIil"J40職 !f() 
6 ．選考 

1 第ー・次選二考 7 月22日 
筆記‘式験、書’Ii選考等 

2 第二次選考 8 月21日、22日而接 
健月Il今断等 

7 ．渡航前講講習 
割 , 3 カ月UII (10月下句から実施） 

8 ．受入期間 
プラジル、パラグァイ、アル・ゼン 
ティン、ポリヴィア、ベルー、 ド 
ミニ．カ共f川司、 メキシコの 7 カ匡I 
'7）日系公共団体、企業．II女府機関 

等 
9 ．送出 
平成 3 年 2 月下旬予定 

10．青年に対する支撮 
講習参加費用、往復旅費、現地生 
活費・1:1三居費、医I内積立金等 



『高血圧について』 

b．ー玉-=I1士, -Iー II 一不ス『 	一1 
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内科医長 小 石 陽 

戸

籍
の

窓
 

観
谷
 
春
貴

（
啓
之
 
令
 

お
し

あ
わ
せ
に
 

四
月
届
昌
分
 

お
め
で
と
う
 

秀
光
 
藤
 
枝
 

拓
真
（
美
智
也
）
嘉
 
瀬
 

中
村
 
亮
介

（
昌
暢
 
嘉
 
瀬

原
田
 
新
衣

（
勝
安
 
中
柏
木
 

吉
崎
恵
理
香

（
強

田
中
 
小
晴
（
逸
雄

泉
谷
 
義
寿
（
義
仁

田
中
 
利
弥

（
敏
夫

石
深
 
耀
子

（
利
幸
 

露
）
ゆ
 

(
m戸
鶏
 

（
紗
難

爵
難

霧
綴

露

麹
 和

彦
道
芳

重
司

修
三

美
昭
 

年
明
嘉
 

瀬

典
七

中
里
町

康
次

喜
良
市

満
 
深
浦
町

敏
夫
金
 

木

和
慶
喜

良
市

浩
太
郎
）
弘前
市
 

に‘ 

黒 ］二
川 藤 て

 
し
 

まリ え 

荊衣ちゃん 

4 月10日生まれ 

体重 3,540 g 
下中柏木 
原田勝安さんの長女 

金 金 川 金嘉

木 木 倉木瀬 

五
所H
坤
」
 

嘉
 
瀬

神
奈川
県

喜
良
市

五
所
川
原市
 

ユ
よ
 ー

l
'
 

‘予）つし 

、中 
ノ子ちゃん 

3 月29日生まれ

体重 3,760 g 
藤枝 
工藤秀光さんの 3 男 

金神 嘉蒔 藤 嘉 嘉

木 原 瀬 田 枝 瀬瀬 

嘉
 
瀬
 

J
、
 
6
 

【“
 
立
ロ
 

喜
良
市

・

喜
良
市

喜
良
市
 

75 76 84 75 81 55 80 85 82 80 83 
才 才才 才 才 才才 才才才才 

別
才
 

私
は
四
月

一
日
に
岩
手
県

一

関
市
に
あ
る
県
立
磐
井
病
院
か

ら
金
木
病
院
に
転
勤
し
て
き
ま

し
た
。
岩
手
県
と
青
森
県
は
隣

県
で
す
の
で
そ
れ
程
生
活
に
違

い
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
 

当
院
内
科

の
患
者
さ
ん
の
病
気

に
つ
い
て
前
任
地
と
明
ら
か
な

差
の
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
入
院
患
者
さ
ん
に
脳
出
血

が
多
い
こ
と
で
す
。
脳
出
血
の

原
因
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は

高
血
圧
で
す
。
高
血
圧
だ
け
で

は
特
に
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
状
態

を
放
置
し
て
お
き
ま
す
と
さ
ま

ざ
ま
な
合
併
症
を
引
起

こ
し
ま

す
。
前
記

の
脳
出
血
を
含
め
た

脳
血
管
障
害
は
も
ち
ろ
ん
、
他

に
腎
障
害
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
 

硬
化
の
促
進
等
好

ま
し
く
な

い

病
態
に
な
リ
か
ね
ま
せ
ん
。
従

っ
て
高
血
圧
の
治
療
の
目
的
は

単
に
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
で
は

な
く
前
記
合
併
症
の
子
防
と
い

う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
血
圧
の

正
常
値
は
収
縮
期
血
圧

（
最
高

血
圧
）
 一
四
〇

m
m
H
g未
満

且
拡
張
期
血
圧

（
最
低
血
圧
）
 

九
〇

m
m
H
g未
満
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
最
高

血
圧

一
六
O
m
m
H
g以
上
又

は
最
低
血
圧
九
五

m
m
H
g以

上
を
言

い
ま
す
。
正
常
血
圧
と

高
血
圧
の
間
を
境
界

型
と
言
い

ま
す
が
、

日
常
生
活

に
は
高
血

圧
と
同
様

の
注
意
が
必
要
で
す
。
 

高
血
圧
の
治
療
で
す
が
、
ま
ず

食
餌
療
法
が
あ
リ
ま
す
。
塩
分

を
控
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
 
 多

く
て
も

一
日
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

摂
取
量
は

一
〇
g
以
下
、
で
き

れ
ば
七

g
位
に
押
さ
え
た

い
と

こ
ろ
で
十
。
塩
分
の
多
い
食
品

と
し
て
イ
ン
ス
タ

ン
ト
や
カ
ツ

で
フ
ー
メ
ン
、
つ
け
も

の
、
梅

干
し
、
す
じ

こ
、
及
び
魚
貝
類

の
缶
詰
な
ど
が
あ
リ
ま
す
。
ま

た
、
 一
般
に
外
食
は
塩
分
摂
取

が
多
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
 

ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
は
す
す
ら

な
い
で
残
す
よ
う
に
心
が

け
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
，
し
ょ

う
油
も
た
っ
ぷ
リ
か
け
な

い
で

少
し
た
ら
す
程
度
に
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
に
運

動
療
法
が
あ
リ
ま
す
。
運
動
と

言
っ
て
も
激
し

い
運
動
を
意
味

す
る

の
で
は
な
く
、
 一
日
に
三

〇
分
問
を
二
回
位
急
ぎ
足
で
歩

く
程
度
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
を
長
期
に
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
血
圧
が
下
が
っ

て
く
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

肥
満
も
高
血
圧
と
関
係
が
あ
り

ま
す
。
太
っ
て
い
る
方
は
減
量

に
努
め
る
必
要
が
あ
リ
ま
す
。
 

前
記

一
般
療
法
で
不
十
分
な
場

合
は
薬
物
療
法
と
い
う
こ
と

に

な
リ
ま
す
。
薬
の
飲
み
方
に
つ

い
て
は
紙
面
の
都
合
で
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
次
の

機
会
に
回
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

露
」
「
 

籍
駈
m
 

（
麟1
1美
「
 

霧
原
」
“
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難
 

霧
騒
 

霧
甫
翻

露
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霧
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お
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や
み
 

小
松
 
サ
キ

白
川
愛
太
郎

大
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キ
ヌ

今
 
ッ

セ

棟
方
浅
太
郎

滞
田
 
松
義

古
崎
 
タ
ギ

原
田
 
富
八
 

h
コ
日
 
、
 レ
 

山
中
 
ミ

ョ

石
戸
谷
寅
殺

白
川
 
チ
ョ
 

竹
内
佐
右
衛
門
（
7
1才
）
金
 
木
 

I'll川―川川金木だより ⑩ 

政
則
）h
所
川
吸
市

信
一
）
喜
良
市

利
雄
）
八
戸
市

昇

）
金
 
木

長
四
郎
）
金木

光

一
）
青
森市

房
三
）
中
塁
町

利
三
郎
）
喜良
市

誠

一
）
浪
岡
町

光
雄
）
川
 
倉

＼
」
之助
）
市
浦
村

千
代
治

）
藤枝

秀
男
）
金
 
木

文
雄
）
五所
川
原宙

俊
蔵
）
嘉
 
瀬

由
信
）
藤崎
町

直

一
）
金
 木

堅
治
 
占
森
市
 

(
 


